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く研究ノート〉

レーニンと「労働 調査j

荒文章雄

労働者階級器身による「労働者調査jを?ルクスが撞視しており，みずか

らそれを試みてもいたことは，載による「霞際労働者‘協会ジュネーヴ大会へ

の繍時総評議会代表にたいナる錨々の関爾についての指令JとかJレヴュ・

ソシアりストj誌、ょに1880年に発表された101項目のアンケート表cr労機者
調査必などをもって，広く紹介されているo

レーニニγ も，彼の社会活動のごく初期に，同様のアンケート謂査の余語宅ど

もっていたのであるが，これについてはとくに紹介されたことはないし，し

たがって周知!のことがらではなL、以下に簡単に紹介する所以である O

周知のように，レーニンは， 1893年ころから):lシ

を，訟中心の慈雲主から大規模な煽動をもなナ運動へと発展させる

カしおりから展開しつつあった労綴端・のストライキ運動にどラ誕布をつう

じて影響を及ぼすとともに，ベテルブノレグその他に労働者党の務芽たる「労

働者階級解放構余同盟j会議機して行った。そのさい，労働者状態について

の，客鱗的でJ主体的かつ詳艇な情報を獲得することは決定的に議裂であった。

レーニンは，日韓学校の教師としてすで、に労働者たちと接触のあったクノレ

…プスカヤから学び，日際学校を通じてサークノレに組織されていた労欝者た

ちから盗接に聞とりしながら，労働者状態へと捺近しrゅぷその成果は
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労働者むけのどラとして労働者にかえされていったが，そうした系統的努力

は，おのずから標当主的紫開表の形成へと導びくで、あろう。

おそらく 1894年末か1895年はじめと患われる時期に，ベデノレブノレグの

働者階級解放劉与が同盟jによって出j説ざれたアンケ{ト BonpOCdHKが今日

までのこされている。このアンケートを紹介している資料集の議選集者注記に

よると，ぞれは，おそらく， レ…ニニンによって作成され事ラフトJlaXTV;こる

った f人民の輩、志派」の奇矯所で印刷されたものである。内容は以下のごと

くである。

(1) の労働者数…一男，女，未成年者，年少者，総数。

(2) いつ，どんな期間で，あるいは期織を定めず、に，雇われたか。そのさ

い特別の事情はなかったか。〈務負人，郷投場，アノレテヲその他合通じて

の震鋳〉。

(3) 期限官ijに藤主が経線条件，たと

(4) 期眼官官に労{勤者が雇三とのもとか

じなかったか。

一人一人で、か。そのとき どのように振舞ったか。裁判滑ない

たか。惣の雇主たちに通報したか。

(5) 労働は一盛夜につを何時務つづくか。夜識と休臼 あるか。いつ

もか。ときどきか。交替番はどのようになっているか。時間外労織がし

ょっちゅうあるか。時間外労働や休日労働をことわれるか。

(6) )ヲ々 の議ぎ nωpa60T部作詩報。労働臼数。男の仕事と1むの仕事。

緒か刻々か。ーヶ月の議ぎ，畿通の労畿殺の，腕のし、ぃ労働者、の，のろ

まな労鱗畿の。賠いはどうなっているか。住居はどうなっているか。出

来高作業か， 日給か，}j訟とめか。

幼 時間外労{動と休日労畿に，いくらか高い支払いがあるか。

(8) 賞金は互に向剖支払われるか。また何で支払われるか。貨幣か，現物

か，究j誌で使うチケヲトでか。支払いのさいに不都合はないか。(遅配，

勘定ごまかし，その他〕。

(9) 最近，設余が上がったり下がったりしたことがなL、か。もしあったと
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き，これについて説明があったか。

(励 賞金からの差し引きをノレーブリとコペイカで示せ。アノレテリに，売庖

に，借金返済に。

帥罰金表。月に一人当りでどれだけとられるか。罰金賦課に不都合なこ

とはないか。

同 職長や雇主は労働者に対してどのように振舞うか。例を上げよ。

制 労働者の中に，工場秩序に対する不満はないか。その不満はどこにあ

らわれているか。暴動。この事業所でおこったすべてのストライキにつ

いて，また，その他の自分が参加したりあるいはよく知っているストラ

イキについて，できるだけ詳しく知らせよ。いつ。どんな理由で何人参

加したか。経過はし、かに一一平穏にあるいは暴動。軍隊は呼びょせられ

たか。どのように終ったか，勝ったかまけたか。そのように終った理由。

(14) 工場法は何か労働者の役に立っか。工場監督官はどんな人物か。労働

者たちをどのように扱かっているか。彼の振舞いをいくつか例にあげよ。

帥 事業所に工場売庖と消費組合ーがあるか。ある場合には次の表にかき己

め。ライ麦粉，小麦一級品，塩漬牛肉，脂，卵， ミノレク， じゃがし、も，

砂糖， ~，灯油その他の，市場価格と工場売庖での価格。

帥 労働者一一独身と家族もちーーは月にいくらかかるか。住居費，賄費

(アノレテリで，独居で)，暖房費，照明費。年聞に次のものはいくらかか

るか。税金，義務の借金 3aeMB ，n;O r，衣服，履物，タバコ，ウオツカ。

このアンケートは，レーニンによって作成されたものだとしても，唯一の

アンケート表であったかどうかわからなし、。このアンケートに言及している

ソヴエト研究者カシユカリョヴァ凡 H.KaWKapeBaは，前記の資料集がイワ

ノフ凡 M.I1BaHoBによって公刊されてのちに，レーニンの質問表の案は，

残念ながらいまだ発見されてはいないが，四つ切り紙四枚以上に，レーニン

の細かし、字体でかきこまれていた，とのべている。もしそうなら，レーニン

は上掲の項目よりなるアンケートよりも，もっと詳細なアンケート表ももっ

ていたように思われる。しかし，ベテノレプノレグの「同盟」員の中に普及し，
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イワノフ，モスクワその他の工業中心地にも見本がまかれたというアンケー

ト BonpOCHHKは，カシユカリョヴァが引用もせず，文献所在を指示しでも

いないけれども，上記の16項目のそれである可能性も強い。

このアンケートは，通読すればおのずと明らかなように， 1886年工場法の

想定するごとき労資関係を念頭においている。

1895年春，レーニンは「労働解放団」との接触を求めてプレハーノフ r.

B.口JleXaHOB に逢いにゆく。そこで，レーニンの提案によって非合法論集

『ラボートニク(労働者)Jが「労働解放団」の編集によって国外で出版され

ることにきまった。 1895年秋，ロシアに戻ったレーニンは， rラボートニク』
に労働者状態についての，とくにストライキについての論文，資料を送りは

じめる。アクセリロード AKCeJ，bpO江0-労働解放団」の一員J)への書簡でレ

ーニンは，自分が， トロントン，ラップェノレム，イワノヴォ=ヴォズネセン

スクでの，ヤロスラヴリでの，また，ペテノレブルグ機械製靴工場のストライ

キについて資料をもづている，とかきおくっている。

その中の，イワノヴォ=ヴォズネセンスクのストライキについては，シェ

ステノレニン C.日.日lecTepHHHがレーニンのアンケート表を利用して最初の

資料をあつめ，コンニヤク版で印刷したもの (C.口.WeCTepHHH， OKT兄6p

bCKa兄 CTaQKaB YIBaHoBo-Bo3HecellcKe， 1895 r.， YI3，l(. MJCKOB. pa6. COf03a， 

1895江eK.)から，レーニンが再編集して『ラボートニク』に送っている。そ

こで注目されている諸点は，

ストライキを惹起した原因(賃率引下げ〉

今年と昨年の賃率の比較，賃率引下げ率，年間の諸賃率の比較(冬と夏〉

などであり，ストライキの意義の評価として，

「多分，労働者は打撃をこうむるであろうが，ストライキはその任務を

果した。ストライキは，労働者たちは闘うことができ，自分たちの統ーし

た力をもって工場主の圧迫にしっかりと対決できることを示した。J



レーよ二ンと f労i勤者調ヨ!tJ 荒又 185 (601) 

とのベ，報告への間記として，ストライキ終締稜の工場におけるあたらしい

状態の資料をのせているのすなわち

「最近の消息によれば，工場監ァ持機関は一日48カベイグ

した。もし，織布工が出来高給が働いて，それより少い稼ぎしかないと

きには，彼らには48;ちペイクの自給が支払われなくてはならなし、。これは

ストライキ終結後に出されたことで、あるよはいえ，労働者?の要求に対する

る。

労{動守訟の統ーした力は，その敗北さえもが勝利にかわらざるを得ないほ

，恐、しいものなのだ。このことについて，とくに労働者の詩意なむけ

るべきである。J

労憾表状態とストライギ翠動についての資料がより強震になり，Uラボート

ニグ』だけではまにあわなくなって， 1896年11月には『ラボートニユク小新寵』

(瓦前TOK~Pa60THHKa>>) 第 1 号がジュネ _r/で、出される。これには， 1897 

ひき出したベテノレブノレグのストライキについての情報をはじめと

して，ロシアの40以上のまちからの情報が，労{勤者自身の手によってあつめ

られて，掲載された。そのような，労働者ー自身による情報器動は，ツアーリ

政府の目からみると，ぎ立葬，破壊括裁であり，憲兵はアシケ…ト章受てど「犯罪

活動Jの証拠物件とみなした。

1895年および1896年の損事詑についての憲兵可令部の報告の中には，オデ

ッサで労働者サーグノレのメンバーをど捜紫したさい，机からはさまざまな発禁

出版物が 3人のH誌のポケヅトからアンケ…ト表の写しが発見された，とあ

るC その報告によると，;;tデッ守?の社会民主主義者が労儲霧状態を明らかに

るために咋成したアンケ…トは， 39間からなっていた。その中には次のよ

うな期もみられた。

f仕事をことわるとき，訟による 2週間前の予告はまもられているか。

訴訟があったとすれば¥だれが，いつ訴えたか。

どのような労観災害が，どの寂震ひ々ぱんにあるか。 1895年には，だれ

の科で災害が発生したか。麗主は補告ましたか。だれに対していくら。裁潤
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によってか，それなしにか。

1895年における工場藍替官のrJ検。 L、っ。 よってかそうではなく

か。童話検はどんな結果に終ったか。

{可に対して。いくら。労{救急襲手l阪にか'e'こまれているか。 1射能ま

あるか。そのi凍憐はだれにむかつてなされ，どんな結果に終ったのか。J

1895年と1896年の臨事犯に践する議兵司令部の報告には， 1896年に帝国の

全域で出された革命的文畿のリストがあり，とりわけ

の畿拠として務付すべき出鉱物の中に，印刷された「世シブにおける

階級の状態に皆ずる認し、 BorrpOCbl0 rroJjO)問日間伊60可eroKJlaCCa滋 POCCI1I1J

があげられている。カシみカリ設グァによると，繊維ュ労働滋向けと，製鉄労

鱗者向けの，それぞれ17龍からなるアンケートが， 1896年のそれと悶

で1898年に印制されている。

詔

1895年12月レ}ニ γた含むベテノレブノレグ「労働者階級解放闘争問盟Jの活

動家が議諦された。一方，在;余民主主義の内部にいわゆる「経済主義者jの

したoUラオミ{チャヤ・ムイスヲ P括的aHMblCJ1吋によった経済

は，ペテルブノレグ「労働者階級解放闘争開盟」の名で， 1899年に

あたら)しいアンケート表 fロシプにおける労{勤者階級の状態に演ずる

めのための関い BorrpocbI}{λ叉c06Hpa廷沼釘 CBe}{CH狂H0 rroJlo米関Hepa60Qero 

KJlacca B POむとHHJな出版した。

このアンケートは13部門 pa3}{eみからなり，全体で158噴言 rryHKTあった。

目は 2~5 あるいはそれ以上の務L、からなっていたので，なんと

600間以上もあった。その部門構成は次のごとくであった;

1 工場c7噴自〉

E 工場における労f勤務と労働条件(15項目〉

国 雇用条件と賃金 (37項目〉

N 労!数日 (15)亥泣〉
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V ラ検収，

vl 学校，去衆読書室，

¥111 法徐部門。

(11項目〉

住居，食物〈拡張呂〉

書物，娯楽 (24項目〉

，雇期契約の破棄，

v~[ 標準労働臼についての1897年6月2日法(7項お〉

立 年少者と婦人 (6項目〉

X 罰金と罰金基金くS喫日〉

刃 ;工場監督官 (5後段〉

)部訴詮 (5項お〉

X車 ブラックヲストとストライキ (4項目〉

187 (603) 

と労機者との相

この体系の中に含まれる潤いの中には，次のようなものがあった。 いわく，

「雇主や工場支配人はどんな人物か(教養水機，性格その他。被らは労働者

に対しどのように振舞う 労働者の中で多くのものがこれ

の鷲2えにたずさわっているか。JI務令法組織があるか

その他の間盟)oJ

アンケートの体系が整然として路大であることは，ツアーワ政府や工場主

組織で、はなく労働者自身が，労機条件についていち平く関心安示した証拠と

しても依蹴づけうるかも知れないが，その調査がなされる麗爽の社会的政治

中において考えるならば， となり，権力につ汁入れら

れるすきを大ぎくしていること合示している。

レーニンは，すでに労働者へのアンケートマピ食溺し?ところから，

ツアーリ政府、の工場法を研究することを混じても〈僻えば議文 f工場で、労轍

者から徴収する罰金にかんする法律の説明J(1895年のパンブレット〉労1勤務

し，また，多くのブノレジ器 7的，ないしは専制的文献をつう

さえ，ロジア し、 してし、Tこ。 のヅランに

対して，レーぷンは大いに批判的で、あった。 な論文科可を為ナベ舎か』

の中v:こ次のようにあるJ合法資料にだけたよっても，まだなんとか職業的パ

ンブレットを書くことができるが， よっては，これは不
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可能であるといっても，誇張ではないであろう。われわれは，~ラボーチャヤ

.ムイスリ』によって出版された類いの問いに関して労働者から非合法資料

をあつめるのに，革命家のおびただしい勢力を空費しており(こう L寸仕事

なら合法的活動家でもらくにかわってやれるのに)，それでいて，よい資料は

けっして手に入らないのであるO というのは，労働者は，大きな工場のただ

一つの部門のことしか知らない場合がしばしばであり，また，ほとんどいつ

でも，自分の労働の経済的結果は知っていても，労働の一般的条件や労働の

基準のことを知らないので，工場職員や監督官や医師などがもちあわせてお

り，新聞の小さい通信記事や，工業，衛生，ゼムストヴォ等の専門書のなか

に大量に散在しているような知識を獲得することは不可能である。J，と。

レーニンは同時に，次のように自分の過去の活動を反省さえしている。「わ

たくしは自分の『最初の実験』のことを，っし、し、ましがたのことのように記

憶しているが，わたくしはこうしたことをもうけっしてくりかえさないつも

りである。わたくしは，わたく Lのところによくたずねてきたあるひとりの

労働者から，彼の働いていた大工場で、行なわれているあらゆる制度をなにも

かもききとろうとして，何週間もかかり切りで彼を『責めたてた』のであっ

た。」わたくしは大骨を折り，かれは質問に答えるより残業の方がましだとこ

ぼした。「われわれが革命的闘争を精力的に行なうにつれて，政府は，ますま

す『職業的』活動の一部を合法化しなければならないようになり，それによ

ってわれわれの重荷の一部をとりのぞいてくれるだろう。J，と。

「ラボーチャヤ・ムイスリJ派による1899年のアンケートが，どの程度に

労働者活動家のあいだに普及していたのかはわからなL、。イワノフの編集し

た資料集で、巻末非合法文献リストをみると，まさに1899年出版のこの文献が

出ているが，指示のあるページに採録されているニコライ Hあて法務大臣ム

ラヴィヨフ H.B. MypaBbeBの報告 (1901年12月12日は， 1898年一1900年に

おけるロシア社会民主労働党イワノヴォ=ヴォズネセンスク委員会の活動に

ついて〉の中に記されている文献は，題名からして1896年版のアンケートか，

あるいは1898年版のそれのように思われる。
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やがて，rラポーチャヤ・ムイスリ」派の有力メンパーのプロコポグィチc.
H.口pOKorrOBIFIはブノレジョワ専門家へと転身する。自由主義者の「解放同

盟」に参加し， 1907~1908年にロシア技術協会がおこなったベテノレブノレグ工

場労働者家計調査を担当し，やがてはケレンスキー内閣の大臣となった。専

制的あるいはブ、ルジョワ的労働者調査と，これの批判的利用とが対立しあう

ことになる。

1) ともに『マルクス・エンゲルス労働組合論J(国民文庫〉所収。
2') クノレーフ。スカヤ『レーニンの思い出』青木文庫，上巻， 21頁-22頁。

3) Pa6o'lee且BHAeHHeB POCCHH B XIX BeKe， C60pHHK瓦OK.H MaTep.， TOM 

lV， YacTb OepBa5l， 1961 CTp. 832. 

4) TaM Ae， CTp. 1-2. 

5)λ. H. KaIllKapeBa， OpraHlI3al¥H5I K. MapKcoM Hφ. 3HreJIbCOM pa60可eli

CTaTHCTHKH TPY，l¥a， MOCKBa， 1968， CTp. 59. 
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